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７  会議の概要 

委員長    ただいまから、建設委員会を開きます。 

これより、上下水道局所管分に入ります。 

報告第１０号 平成２９年度富山市公共下水

道事業会計継続費繰越計算書、 

報告第１３号 平成２９年度富山市水道事業

会計予算繰越計算書、  

報告第１４号 平成２９年度富山市工業用水

道事業会計予算繰越計算書、  

報告第１５号 平成２９年度富山市公共下水

道事業会計予算繰越計算書、  

報告第１７号 債権放棄報告の件中、上下水

道局所管分、 

      以上５件を、一括議題といたします。  

順次、当局の説明を求めます。 

上下水道局長 〔挨拶〕  

上下水道局次長 〔報告第１０号について、  

報告第１３号について、 

報告第１４号について、 

報告第１５号について、 

議案説明資料により説明〕

料金課長   〔報告第１７号について、  
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      議案書により説明〕  

委員長    これより、質疑に入ります。 

      質疑はありませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、これをもって、質疑を終

結いたします。  

      なお、ただいまの報告案件につきましては、

議決不要のものです。  

次に、「契約金額１億５，０００万円以上の

工事請負契約について」、 

当局から報告を求めます。 

契約出納課長 〔委員会資料により説明〕  

委員長    ただいまの説明について、何か質問はありま

せんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

      次に、上下水道局所管分で、ただいまの報告

以外に何か、質問はありませんか。 
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押田委員   おはようございます。実は、先日の建設委員

会で活力都市創造部のほうにもお伺いしたの

ですけれども、平成３０年６月１８日に大阪

府北部地震が発生いたしました。大阪府のほ

うで水道管の破裂や漏水に伴う断水が発生し

ているという報道があります。府民の生活に

大変不便が生じているということが報道され

ておりますが、富山市の上下水道行政におい

てはいかがなものかなと思いまして、質問さ

せてください。富山市の水道管の耐震化に対

する取組みというのは、いかがなものなので

しょうか。  

水道課長   今回発生しました大阪府北部地震では、大阪

市を除く府内４２市町に供給しております  

これは大阪府が経営しておりますけれども  

大阪広域水道企業団からの送水管の被災によ

り、高槻市をはじめとする約２０万戸の給水

停止が最も大規模な被害となっており、大口

径の水道管に対する重要性を再認識している

ところでございます。  

本市の水道管につきましては、口径が３５０

ミリメートル以上の水道管を配水幹線と位置

づけ、この配水幹線が最も耐震化優先度の高

い水道管と認識しております。具体的には第

２次富山市上下水道事業中長期ビジョンにお
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いて、１つには、平成３８年度末までに約５

２キロメートルの水道管の更新により配水幹

線の耐震化率を９０％台まで引き上げること、

加えて、耐震化した配水幹線と救急告示医療

機関１４カ所及び避難所１６３カ所とを連絡

する水道管について、平成３８年度末までに

６３カ所の耐震化工事を実施し、耐震化され

た給水拠点数を１０８カ所まで引き上げるこ

と、これらについて最重要課題と位置づけて

現在取り組んでいるところでございます。 

なお、この水道管路耐震化への取組みにつき

ましては、現在は計画通りに推移しておりま

して、引き続き着実に実施してまいりたいと

考えております。  

押田委員   わかりました。今言われたのは上水道のこと

だと思いますけれども、富山市は下水道に関

しての耐震化というものはどうなのでしょう

か。  

下水道課長  下水道につきましては、平成２９年度に策定

をいたしました富山市下水道総合地震対策計

画に基づきまして、計画的に地震対策を進め

ているところでございます。  

現在、国道４１号や県道富山港線といった、

富山市の地域防災計画で、緊急車両や物資な
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どの緊急輸送活動を行う第１次緊急通行確保

路線に位置づけられております路線に埋設し

てあります約１１キロメートルの管路のうち、

対策が必要な約６キロメートルの管路ならび

にその管内にあります１２２カ所のマンホー

ルの耐震化を現在進めております。 

また、下水道管の老朽対策も重点事業として

進めているところでございまして、改築に合

わせた耐震化にも取り組んでいる状況でござ

います。 

上下水道局次長 上下水道の耐震化の経過について若干補足さ 

（ 技 術 ） せていただきます。水道管の耐震化につきま 

しては、平成７年の阪神淡路大震災を機に、

全ての水道管の継ぎ手において離脱防止機能

を有する耐震化の仕様をしております。その

後、平成２３年の東日本大震災後に、富山市

水道施設耐震化計画を策定することに着手い

たしまして、平成２６年度から計画に沿って

進めているところでございます。  

また下水道につきましては国土交通省の事務

連絡に基づきまして、平成１０年度以降に施

工しましたものについては下水の抜け防止の

ために架橋継ぎ手を使用しながら耐震基準を

満たしているところでございます。大きな地

震が起きますと下水道の機能が損なわれるだ
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けではなく、マンホール浮上などによって交

通障害が発生することもございます。液状化

対策としましては、透水性にすぐれている砕

石による埋戻しですとか、過剰な水圧をマン

ホール内に逃がすというような方法を採用し

ながら進めているところでございます。 

いずれにいたしましても、水道、下水とも優

先度や重要度を考慮しながら着実に耐震化を

図ってまいりたいというふうに考えておりま

す。  

押田委員   今、上下水道についてお伺いしましたけれど

も、以前から委員会でも出ておりますように

新しい技術、素材というものが恐らくあると

思います。耐震のビニルパイプや、老朽管の

パイプの中に新素材を通して着工する方法も

あったり、あるいは工法や工期及びそれの短

縮、そして費用等の縮小もありますので、市

民生活のために頑張っていただきたいなと思

います。 

こう言っては何ですけれども、いざというと

きに困って苦情を言われて、普段何もないと

何もなくて当たり前という、非常に評価の難

しい部署であると思います。市民生活にはす

ごく重要なところだと思いますので、これか

らも努力をお願いいたします。 



7

石森委員   最初に局長のほうからもお話がありましたが、

平成３０年５月１２日に松川雨水貯留施設の

竣工式が行われたわけですけれども、大変大

きな施設ということで、中心市街地の浸水対

策、松川の水質保全に高い効果が発揮される

ことを市民は期待しております。  

６月の初めに梅雨入りはしたのですが、想像

以上の空梅雨ということで  あまり施設が

云々というのはないほうがいいとは思います

が、これから本格的に施設が稼働する機会が

出てくると思います。今からのことになりま

すけれども、適切な運用に努めていただきた

いと思いますので、それについての御意見を

いただければと思います。 

下水道課長 松川雨水貯留施設につきましては今年度から 

の本格運用ということで、水位データの管理

そして排水ポンプの運転・管理、こういった

ものも含めまして、降雨状況に応じた適切な

運転管理に努めたいというふうに考えており

ます。 

また今年度、これから稼働していくと思うの

ですけれども、その稼働データを蓄積するこ

とによって、今後さらなる効率的な運用を展

開できるよう検証を進めていきたいというふ

うに考えております。  



8

委員長    ほかにございませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、上下水道局所管分を終了いたします。 

上下水道局の皆さんは、退室願います。 

説明員を交代いたしますので、しばらくお待

ちください。 

〔上下水道局退室／建設部入室〕  

委員長    これより、建設部所管分の議案の審査を行い

ます。 

議案第９９号 平成３０年度富山市一般会計

補正予算（第１号）、第１条歳入歳出予算の

補正、歳出第８款土木費中、建設部所管分、

第１１款災害復旧費中、建設部所管分、 

議案第１０１号  平成３０年度富山市賃貸住

宅・店舗事業特別会計補正予算（第１号）、  

議案第１１４号  財産取得の件（防災行政無

線設備（その１）） 

議案第１１５号  訴えの提起の件、 

以上４件を、一括議題といたします。 

      順次、当局の説明を求めます。  
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建設部長   〔挨拶〕  

建設部次長  〔議案第９９号中 

      建設部所管分の概要について、  

議案説明資料により説明〕 

公園緑地課長 〔議案第９９号中 

      公園管理費について、 

公園整備事業費について、 

議案説明資料により説明〕 

土木事務所建設課長 〔議案第９９号中 

      道路橋りょう災害復旧事業費について、 

議案説明資料により説明〕 

市営住宅課長 〔議案第１０１号について、 

議案説明資料により説明〕 

防災対策課長 〔議案第１１４号について、 

議案書により説明〕 

市営住宅課長 〔議案第１１５号について、 

議案説明資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

      質疑はありませんか。 
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小西委員   議案第１１５号の訴えの提起の件についてお

伺いいたします。まず、過去にこういった議

案が毎議会、２件とか３件出てきているとい

うふうに思いますけれども、過去の提訴の数

をちょっとお聞きしたいのです。過去２年間

の件数をお願いします。 

市営住宅課長  これまでの訴訟状況につきましては、まず、 

昨年度、平成２９年度につきましては、議決

を９件いただいておりまして、そのうち提訴

する前に家賃完済等をされておられる方が１

件で２名おられましたので、実際に提訴した

のが８件であります。そのうち、判決をいた

だいて市が勝訴したのが４件、さきの３月議

会で議決をいただいた１件は現在係争中とい

うことになっております。その他３件につき

ましては提訴いたしましたが家賃の完済等を

されましたので提訴自体を取り下げておりま

す。  

２８年度につきましては議決を４件いただい

ておりますが、その４件とも提訴いたしまし

て、全て市が勝訴しております。  

小西委員   今の答弁の確認ですけれども、未解決は１件

ということでいいでしょうか。 
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市営住宅課長 今現在裁判所に提訴して、まだ判決が出てい 

ないものが１件でございます。 

小西委員   要望ですけれども、貧富の差がとりわけ激し

くなって、いろんな生活困難者も出てきてい

るというふうな世の中の動きです。その中で、

例えばこういう強制執行で退去させられて生

活の場がなくなるといったようなことがくれ

ぐれもないように、いろんな面で横に十分に

つながっていただいて、そういうことがない

ように、ひとつお願いしたいなというふうに

思いますのでよろしくお願いいたします。 

石森委員   議案説明資料４ページ、公園整備事業費の中

のフリーアートキャンバスの設置に関するこ

とについてです。富山市には公園がたくさん

あるわけですけれども、社会実験で稲荷公園

を選定された理由についてお聞かせいただけ

ればと思います。  

公園緑地課長  市街地に接した公園で、子どもから大人まで 

が訪れることができるよう鉄道などの陸路が

あること、かつ県外の観光客の目にとまる場

所を選定したところ、稲荷公園となりました。 

石森委員   １０基ということですけれども、何となく稲
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荷公園のイメージは持っているのですが、夜

間等に絵が描けるということで、いたずらと

いいますか、そういった面の対策は何か講じ

ておられるのでしょうか。 

公園緑地課長  防犯カメラの設置を検討しているところです。 

石森委員   自由に絵を描けるということなのですが、ち

ょっとまだそのイメージが湧かないのです。

絵はその後消してもまた描けるとか、そのあ

たりの運用面のこともお聞きできればと思い

ます。 

公園緑地課長 細かなルールや運用についてはこれから定め  

て、ホームページなどで周知したいと考えて

おります。  

石森委員   すぐそばに城址公園もあるわけなのですが、

城址公園などで行えないのかということにつ

いて考えをお聞かせください。 

公園緑地課長 社会実験の結果を踏まえた上で、今後検討し 

ていきたいと考えております。 

石森委員   どういったものを使って描くのでしょうか。 
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公園緑地課長 水性屋外用塗料を考えております。 

委員長    よろしいですか。 

石森委員   そうすると、塗料というと消したり、ホワイ

トボード的な……  

委員長    石森委員。しっかり質問してください。 

石森委員   はい。結構です。 

委員長    いいですか。よろしいですね。  

岡部委員   関連して、まだイメージが湧いていないとい

う感じなのですけれども、普通、フリーアー

トキャンバスといったら作家が１つずつくら

い担当して描いていくというイメージがある

のですが、そういうことではなく、誰もが絵

を描けるシステムなのかどうか。先ほど落書

きといった話もありましたが、そのあたりの

考え方、基本的なところだけをまず教えてく

ださい。 

公園緑地課長 今のところは、自由に描いていただくことを 

考えております。ただ、あまりにも不適切な

ものなどが描かれた場合は、こちらのほうで
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白地に塗り潰したいと考えております。 

岡部委員   そういう意味では、子どもも自由に描いてい

いということで考えればいいということです

か。  

公園緑地課長 おっしゃるとおりでございます。  

岡部委員   このキャンバスの設置期間というのは決めて

おられますか。  

公園緑地課長 とりあえずことし１０月くらいに設置して、  

      冬場には一旦外したいと考えております。  

五本委員   訴えの提起の件について、連帯保証人がつい

ている件とついていない件がありますね。保

証人はいてもいなくてもいいということです

か。  

市営住宅課長 朝菜町団地の藤原さんにつきまして、入居さ 

れるときは連帯保証人はつけていただいてい

たのですけれども、その後お亡くなりになっ

て  その場合、普通であれば次の方を探して

いただくということになっているのですが、

連帯保証人になっていただける方がなかなか

いないということで、この方についてはいら
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っしゃらないということです。 

五本委員   わかりました、確認だけです。初めは連帯保

証人はついていたけれども、途中で御不幸が

あって、次の連帯保証人をお願いしたけれど

も誰もなられなかったと。誰もいなくて、今

日このようになっていると御理解いただきた

いというのが今の説明で、理解しました。 

村家委員   議案第１１４号の財産取得の件、防災行政無

線設備についてですけれども、６億円弱の予

算がついておりますが、整備内容について少

し詳しく説明してください。  

防災対策課長 今回議案として提出しております防災行政無 

線の整備内容としましては、災害情報や避難

情報など、住民に放送を周知するための屋外

拡声子局  ラッパ状のスピーカーのような放

送施設なのですけれども、その整備を進める

ものでありまして、今回は大沢野地域、八尾

地域、細入地域について整備するものとなっ

ております。 

村家委員   今後の整備予定については。 

防災対策課長 今年度は各地域の屋外拡声子局の整備を進め 
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ております。無線免許の許認可庁であります

総務省北陸通信局と協議が整った大沢野地域、

八尾地域、細入地域の分を先行して整備を進

めるため、今回の契約をお願いするものです。

引き続き、総務省北陸通信局と協議を進め、

大山地域、婦中地域の整備を進めてまいりた

いと考えております。また、残る山田地域に

おいても来年度に整備を行ってまいります。  

これらにより、同報系防災行政無線について

は平成３１年度までにデジタル化および無線

化をすべて完了する予定としております。 

村家委員   順次計画的にしていただければと思います。 

尾上委員   関連して、この整備に伴って防災行政無線が

聞ける範囲をもう少し増やすとか、そういっ

たようなことというのはないですか。今の設

備を更新するということでいいのですか。 

防災対策課長 従来の同報系防災行政無線や広報車などでの 

拡声放送による広報のみならず、携帯電話へ

の緊急速報メールやＳＮＳ、スマートフォン

アプリなどを用いるほか、テレビ、ラジオな

どとの連携を図るＬアラートなどを導入して、

住民の方に対して迅速かつ的確に情報の伝達

に努めてまいりたいと思っております。今後
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も多種・多様化を進めてまいりたいというふ

うに考えております。  

松尾委員   今、尾上委員も言っていましたが、少しずつ

増やしていく計画とかはあるのかという話で

す。防災行政無線は外に出ているときなど、

あらゆるところで聞こえるというのが一番い

いわけであって、そういった意味ではやっぱ

り更新ももちろんですけれども、増やしてい

くということが非常に重要だろうというふう

に常々思っていたのです。ちょっと聞き漏ら

したのかもしれないのですけれども、そのあ

たりはどうでしょうか。 

防災対策課長 防災行政無線につきましては今年度整備を進 

めているわけなのですが、情報を提供すると

きに全ての方々が確実に放送が聞ける、聞こ

えるということはやはり非常に困難ではない

かと思います。先ほども申しましたけれども、

ラジオやテレビ、そのほか携帯電話、スマー

トフォンアプリやＳＮＳを駆使していき、全

ての情報の多種・多様化に努めてまいりたい

というふうに考えております。 

松尾委員   全ての人に聞こえるというようなことはもち

ろん無理な話ではあるのですけれども、より
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多いほうがやはりいいだろうなという意味で

言わせていただいたので。 

あと確認なのですが  すみません、変な話な

のですけれども、富山市がここにつけたいと

いうことを思ったところにつけられることに

なるのか、それともどこかと契約といいます

か、そういったことが整わないとできないこ

とになるのですか。 

防災対策課長 富山市の意向もいろいろあるわけなのですが、  

やはり国の方針に従いまして、電波の強さや

周波数ということがあります。北陸地区だけ

でなく関東地区や信越地区  電波は結構飛び

ますので、それらのエリアの事情も考えた中

で許認可を得るというようなことでございま

す。  

石森委員   議案説明資料３ページをお願いしたいと思い

ます。倒木の処理による委託料が出ているの

ですけれども、委託される先 業者は１つの

公園について１カ所なのでしょうか。 

公園緑地課長 近くの二、三の公園をまとめて、１つの業者 

      で対応しております。 

石森委員   昨年の台風の際に、八尾のほうで倒木があっ
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て、その後に処理をしていただいたのです。

木は切っていただいたのですが根っこが持ち

上がっていました。 

その木を切るまでの処理のときは規制線とい

いますか、これをしっかり設けて危なくない

ようになっていましたが、木を切っていただ

いた後は根っこが立ち上がったような状態で、

土が盛り上がったりへこんだりしていました。

その状態のときにはもう規制線はなくて  き

ょうちょっと見てきたらきれいに整地はされ

ていたのですけれども、一定期間はその状態

になっていたということです。そこは子ども

たちにはちょっと危ないかなという部分があ

ったので、倒木を処理されるときには当然木

が倒れた状態になっていて、最終的に根っこ

や穴があいたところを処理されると思います

が、なるべく早めに処理をしていただければ

ということで、少し説明いたしました。 

公園緑地課長 そのようにしたいと思います。  

石森委員   よろしくお願いいたします。 

岡部委員   議案説明資料８ページの奥田団地管理費につ

いてですが、２号棟が都市ガス埋設管の腐食

によってガス漏れをしたというふうに書いて
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あります。工事をしているときにたまたま現

地に行ったわけでありますけれども、最初場

所がなかなか特定できないということで、あ

っちを掘りこっちを掘り、という大変な感じ

でありました。  

何が言いたいかといいますと、２号棟という

のは間にできた建物でありまして、１号棟が

一番古くて２号棟の１年前にできて、あとは

３号棟という３つがあるわけですが、それぞ

れの棟についてもやっぱり同じような可能性

があるのではないかと。ものがガスだけに非

常に怖いと思いまして、今後の点検・改修の

 これは日本海ガスとの関連もあると思いま

すけれども  計画、予定はあるのかどうかお

聞かせください。  

市営住宅課長 今、議員御指摘のように、奥田団地は大体１ 

年おきくらいでほぼ同年代に建っている施設

でございます。私たちも当然、１号棟、３号

棟はどうなのかという心配もしておりました。

そこで今回の事象を受けまして１号棟、３号

棟につきましても一応ガス漏れがないかとい

うことで、ことしの４月中に埋設部分から各

住戸のガスメーターのところまで気密検査を

実施いたしました。 

その結果につきましては異常は認められなか
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ったということで、ひとまずほっとしている

ところでございます。しかし、異常がなかっ

た１号棟、３号棟につきましても、今後とも

異常がないか注視をしてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

また、今の検査では異常がなかったというも

のの、安全管理として今後改修計画を立てて

いきたいと考えております。  

委員長    ほかにございませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、これをもって、議案の質

疑を終結いたします。  

これより、議案第９９号中建設部所管分、議

案第１０１号、議案第１１４号、議案第１１

５号、以上４件を一括して討論に入ります。  

討論はありませんか。  

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

これより、議案第９９号中建設部所管分、議

案第１０１号、議案第１１４号、議案第１１

５号、以上４件を一括して採決いたします。  
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各案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    御異議なしと認めます。 

      よって各案件は、原案可決されました。 

      以上で、建設部所管分の議案の審査を終了い

たします。  

次に、報告案件として提出されている、 

報告第８号  専決処分報告の件（損害賠償請

求に係る和解の件）中、専決第７号、専決第

８号、専決第９号、専決第１０号、 

報告第９号  平成２９年度富山市継続費繰越

計算書、第８款土木費、 

報告第１１号 平成２９年度富山市繰越明許

費繰越計算書、第８款土木費中、建設部所管

分、  

報告第１７号 債権放棄報告の件中、建設部

所管分、 

報告第３５号 経営状況報告の件（公益財団

法人富山市ファミリーパーク公社）、 

報告第３６号 経営状況報告の件（一般財団

法人富山市婦中公園緑地管理公社）、 

以上６件を、一括議題といたします。 

順次、当局から説明を求めます。  
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道路河川管理課長 〔報告第８号中  

      専決第７号について、 

      議案書により説明〕  

土木事務所建設課長 〔報告第８号中  

      専決第８号について、 

専決第９号について、  

専決第１０号について、 

議案書により説明〕 

建設部次長  〔報告第９号について、 

報告第１１号について、 

議案書及び議案説明資料により説明〕 

市営住宅課長 〔報告第１７号について、  

      議案書により説明〕  

公園緑地課長 〔報告第３５号について、  

報告第３６号について、 

議案書により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

      質疑はありませんか。 

      〔発言する者なし〕  
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委員長    ないようですので、これをもって、質疑を終

結いたします。  

なお、ただいまの報告案件につきましては、   

議決不要のものです。  

次に、建設部所管分で、議案及びただいまの

報告以外に何か、質問はありませんか。 

押田委員   建設委員会に所属されております各部局にお

伺いしているのですけれども、去る６月１８

日に発生しました大阪府北部地震について、

皆様も御存知のとおり通学中の９歳の児童  

女の子がブロック塀の倒壊により下敷きにな

って亡くなってしまう事故がありました。建

設部所管の中で  各部いろいろ所管されてお

りますけれども、今回聞くのは、建設部所管

の施設等において、何か基準に適合していな

いとかちょっと危ないというふうに認識して

いらっしゃるブロック塀というのはどのくら

いあるものなのか、教えていただけませんか。 

建設部次長  高槻市で発生いたしました、通学中の児童が

ブロック塀の下敷きになるという痛ましい事

故を受け、建設部では所管する施設について

ブロック塀の点検を実施しております。建設

部所管の施設において、通学路に面したブロ

ック塀は設置されておりませんでした。残る
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通学路以外に面したブロック塀につきまして

は現在調査中でございます。この調査で基準

に適合しないブロック塀が判明した場合には、

速やかに対応してまいりたいと考えておりま

す。  

押田委員   最後の速やかに対応といったことですけれど

も、それは具体的にどのようにされるのです

か。  

建設部次長  判明した場合は、危険ですという表示をまず

設置したいと考えております。その上で撤去

できるものは撤去できないか、民地との境界

にあるものについては、その隣の住戸を持っ

ている方や地権者等と１度相談の上、どうし

た方がいいかということを考えていきたいと

思っております。  

押田委員   今調査中ということですけれども、いつ災害

が起こるかわからないので、できるだけ早目

に調査を進めて、先ほど言われた対処という

ものも進めていただきたいです。  

石森委員   道路の除草について少しお聞きしたいという

ふうに思います。この時期になると道路際や

街路樹の周りは草が相当伸びてきて、伸びて
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いるのを見ると人間の身長以上になっている

ものも出てきている勢いです。実際に私も目

にすることがあるのですけれども、スーパー

農道などの幹線道路や生活道路などの市道に

おける除草箇所の考えや基準、そして、今年

度の除草の予定等々についてお聞きしたいと

思います。  

道路河川管理課長 市道の除草につきましては、多くの箇所では

町内会や沿線の地域住民の方々などにおいて

除草を行っていただいているところでござい

ます。市の除草の考え方といたしましては、

安全な通行の確保ということを目的に市職員

による対応に加えまして、業者などに委託し

て作業を実施しているところであり、カーブ

や交差点など、雑草によって見通しが悪くな

っている箇所を優先して行っております。 

また今年度の除草の予定につきましては、業

者などへの委託で実施するものとして、発注

済みのものを含めまして１４６路線、総面積

は約３４万６，０００平米です。今後も市民

の協力をいただいてまいりたいと考えており

まして、必要性の高い路線において時期や箇

所などを見きわめて除草を実施することによ

り、適切な道路環境の維持に努めてまいりた

いと考えているところでございます。 
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石森委員   私の自宅の近くでも昨年除草をしていただい

たところがあるのですけれども、除草した後

は当然草を片づけていただいているはずだと

思うのですが、やはり残っていたことがあり

ました。風が吹いたときに道路上に残って、

配水管に詰まると雨が多く降ったときに影響

が少し出てくるという部分もありますので、

片づけを含めてしっかりとお願いしたいとい

うふうに思います。 

それと、今、私どもの町内を含めて、いろん

な町内を見ていますと、のり面を含めた除草

等々をボランティア的にやっておられる状況

なのですが、今までは自分の田んぼの近くだ

からこういうことも仕方ないという思いでや

っておられたという状況があります。しかし

だんだん、少子高齢化のあおりも食っていて、

そういうボランティア的な形での作業という

のはやはり困難になっている地域というもの

もあって、市に除草をしていただきたいとい

う思いを結構お持ちです。 

今おっしゃった百四十何カ所等々なのですけ

れども、当然私どもは道路や場所等々知らな

い部分があって、周知することでまたいろい

ろな問題もあるかもしれませんが、やはり少

し明文化といいますか明記をしていただきた

いというふうに思うのですが、いかがなもの
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なのでしょうか。  

道路河川管理課長 １４６路線を明示するような形をとれないか

ということでしょうか。 

委員長    数字をはっきりと言ってください。  

石森委員   はい。明示していただくこと、あとは回数で

す。１年間に除草される回数がどうも違って

いるという部分もあるように思われるのです。

はっきりこういう理由があって、という部分

がわかるとありがたいのですが。  

道路河川管理課長 そういうものについて明文化されているもの

は、おっしゃるとおりございません。先ほど

もお話しましたとおり業者などに委託してお

りますが、１回のところと２回のところ、そ

れぞれ発注の仕方はございます。カーブや交

差点など、雑草によって見通しが悪くなって

いる箇所を優先して行っているということで

して、全ての市道を除草するというのはやは

りなかなか困難なところがございます。今後

とも市民の御協力を得ながらやっていきたい

とは考えておりますので、御理解をいただき

たいというふうに考えているところでござい

ます。 
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石森委員   市道をパトロールされているのではないかと

思います。それについてお聞きしたいと思い

ます。 

道路河川管理課長 日常のパトロールにつきましては、除草だけ

に特化したものということではありませんが、

あまりにも草が生えていて見通しが悪いとい

うところはもちろん見ながら、そういうとこ

ろについても対応しております。  

市道に何か支障がないかということにつきま

しては当然日常のパトロールをしているとこ

ろでございます。そのほかに、業務委託とし

て業者にパトロールの委託をしている部分も

ございますし、郵便局などと協定を結んだ中

で道路異常についても通報を受ける場合もあ

ります。 

それから、何か異常があったら知らせていた

だきたいということを市の職員に向けて庁内

ネットワークの掲示板でお伝えしておりまし

て、努力しながらやっているところでござい

ます。 

松尾委員   先ほどの専決処分の中で道路剥離による車両

の破損事故という話があったわけですけれど

も、詳しいことを今聞くつもりはないのです

が、道路陥没の話です。夏になるとそういっ
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たことも非常に懸念されるという意味で  な

かなか全てを調査するということも不可能な

話で、要望にはなるのですけれども、主要道

路といいますか病院とか、そういった道路の

空洞調査は恐らくずっと行ってくださってい

るのではないかと思います。そういった現状

については個別にまた後ほどお聞きしたいと

思いますけれども、そういうこともやはりし

っかりと続けていただきたいなと思っており

ますので、これは要望です。  

今回は、浸水対策についてお聞かせいただき

たいと思います。毎年ゲリラ豪雨がありまし

て、その浸水対策については、私の地元につ

いても非常に悩ましい現状があって、処理能

力を確実に超えています。住宅が並んでいる

中で排水路を拡幅できるかといったらできる

わけでもないですし、なかなか難しい問題で

す。現状でいろいろと調整池をつくるなどし

ておられますけれども、現在の計画がありま

したらお聞かせいただきたいと思います。 

道路河川整備課長 ハード対策につきまして、今言われたとおり、  

その１つとして流出抑制を目的とした調整池

というものを進めております。調整池につき

ましては基本的には排水路の状況  要はダム

を大きくしたりバイパスのスペースを確保し
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たりということができない地点において、調

整池を設置できる場所  例えば公園とか  そ

ういう場所があれば対策をとりたいというふ

うに思っております。現在のところ犬島の調

整池が完成しまして、新根塚は今年度整備・

完成して供用開始したいというふうに思って

おります。  

今後の整備の予定につきましては、下冨居の

ほうでは暫定の土地というのはあるのですけ

れども、それについて、用地を少しでもとれ

ないかということで、緑地を用地に転換する

ということも考えております。抜本的に調整

池を増やしていくということについては具体

的な計画というものはないのですが、現段階

では今述べたとおりになります。  

松尾委員   財源が本当に限られている中で、かなり莫大

なお金もかかるという意味ではどこでも  お

金があればつくれるということはあるのでし

ょうけれども、ある一部分一部分でかなりも

う限界まできているということがあるもので

すから、そういった意味においては大きな公

園ではなくて小さな地区公園とかも何とか利

用してそこに調整池をつくれないものかと思

います。 

いずれにしましても、まずはしっかりと計画
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を立てていくという作業が大事なのではない

かなというふうに思いますので、そのあたり

をまた検討していただきたいというふうに思

います。要望になりますけれどもよろしくお

願いします。 

五本委員   さっきからいろいろと議論が出ておりますけ

れども、合併によって県道では 現在も県道

であるのだけれども、市民が市道と勘違いし

ているところが結構あるのです。特に岩瀬北

部地区で、海上分遣所から交番に向かう道と、

消防署からの道では市道と県道が入り組んで

います。こんなこと、誰がわかりますか。私

も議員になって初めてわかったくらいです。  

それから、東岩瀬駅舎を出て忠霊塔の前に向

かう道も県道になっています。そういうこと

が結構あります。県道、市道を区別する区分

の表示とかはどういったものができるのでし

ょうか。あのあたりは整備をしているのにこ

こはしてくれないという小言を聞きます。正

直嫌だけれども、申し訳ないけれども、ここ

からここは県道なのだと。県道は事業が入っ

ているけれども、ここは市道だからそれをか

なえるのは無理があると。こういうことがあ

ります。 

県道、市道の入組みがあって、何か方法はな
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いでしょうか。この状況は、合併した旧町村

のほうがもっとひどいと思います。私たちも

勉強しますけれども、次の機会にこういうの

はどうだろうかと教えてもらえるように、要

望にとどめておきます。 

建設部長   おっしゃるとおりでございます。県道には県

道ならではの番号を表示した看板がございま

す。私たちも、それこそ議員がおっしゃった

とおり合併した旧町村はわからないものです

からその看板を１つの目安として、これは県

道なのだなという把握の仕方をしております。

ここから先は市道だということに関しては、

例えば何か地図をつくって地区センターにお

配りするとか、少し検討させていただいた上

でそのような方法でもとらさせていただけれ

ばと今考えたところです。市道だからといっ

て看板を立てると看板だらけになる可能性も

ございますので、そのような周知の仕方をさ

せていただくのも１つの手ではないかと考え

ています。  

五本委員   なぜこのようなことを言ったのかといいます

と、２２年間も市議会議員をしていてわから

ないのかと言われているのが嫌なので申し上

げております。  
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今、東岩瀬の駅前で市道の工事をしています。

忠霊塔の前は県道が一部あります。町内会長

さん自身、この道は全て市道だと思い込んで

いて、そういうことが結構あるのです。それ

は現在も、今日もです。そうしますと、年末

の校下ごとの要望でその県道のことが挙がっ

てくる。町内会長が私に聞かれますので、こ

れは県道ですと答える。じゃあちょっと県議

会議員にも入ってもらって議論してほしいと

なるのですけれども、結局差し戻しになる。  

そういうことがしょっちゅうありますので、

あえて申し上げました。何かいい方法、と言

ってもやっぱりないかもしれない。なかなか

ないですよね。だけれども、一応要望にして

おきます。  

委員長    ほかにございませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、この程度にとどめます。 

以上で、建設部所管分を終了いたします。 

これで、６月定例会の当委員会に付託されま

した、全議案の審査は終了いたしました。 

それでは、委員長報告について御相談いたし

ます。 
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委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますがいかがでしょうか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

これをもって、平成３０年６月定例会の建設

委員会を閉会いたします。 
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